
90 年以上の歴史をもつ小林牧場の風景
Photo by SOGA Takahiro
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巡りゆく土と、生命の雫。
─「小林牧場物語」が描く、１００年先の風景
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技
術
と
土
壌
の
融
合

土
に
始
ま
り
、土
に
還
る

　

森
と
田
畑
が
溶
け
合
う
江
別
市
西

野
幌
。
札
幌
と
の
境
界
に
位
置
す
る

こ
の
地
に
は
、
開
拓
時
代
の
原
風
景

が
今
も
静
か
に
息
づ
い
て
い
る
。
早

朝
、
森
が
吐
き
出
す
清
浄
な
空
気
の

中
、
小
林
牧
場
は
確
か
な
存
在
感
を

放
ち
佇
む
。

　

広
々
と
し
た
牛
舎
で
は
、
約

6
4
0
頭
の
牛
た
ち
が
穏
や
か
に
反

芻
を
繰
り
返
す
。
そ
ん
な
光
景
に
、

共
に
生
き
る
生
命
へ
の
敬
意
が
漂

う
。
3
代
目
・
紀
彦
さ
ん
は
語
る
。

　
「
僕
た
ち
の
仕
事
は
、
単
に
牛
乳

を
搾
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
土

を
耕
し
、
良
い
餌
を
作
り
、
牛
を
健

や
か
に
育
て
る
。
そ
し
て
恵
み
を
再

び
土
へ
。
こ
う
し
た
循
環
を
成
立
さ

せ
る
こ
と
が
重
要
な
ん
で
す
」

　

そ
の
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
の
が
、

自
給
飼
料
型
酪
農
・
循
環
型
酪
農

だ
。
牧
草
や
デ
ン
ト
コ
ー
ン
の
飼
料

を
自
社
で
栽
培
し
、
健
や
か
な
牛
を

育
む
。
ま
た
、
排
泄
物
を
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
変
え
る
バ
イ
オ
ガ
ス

プ
ラ
ン
ト
を
稼
働
さ
せ
、
循
環
の
高

度
化
も
実
現
し
た
。

　

こ
う
し
た
先
進
的
な
シ
ス
テ
ム
を

い
ち
早
く
形
に
で
き
た
の
も
、
移
り

ゆ
く
時
代
と
粘
り
強
く
向
き
合
い
、

牛
・
土
・
人
を
慈
し
み
、
育
て
上
げ

て
き
た
「
小
林
牧
場
の
積
み
重
ね
」

が
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

　
「
土
が
草
を
育
み
、
牛
の
糧
と
な

り
、
再
び
土
へ
と
還
る
」

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
ま
で
を
も
自
給
す
る

こ
の
円
環
の
物
語
は
、
今
も
力
強
く

書
き
継
が
れ
て
い
る
。

次
世
代
へ
繋
ぐ

「
想
い
」の
継
承

　

現
在
、
牧
場
を
率
い
る
の
は
、

兄
・
紀
彦
さ
ん
と
弟
・
智
行
さ
ん

だ
。
二
人
は
、
父
・
惟た

だ

彦ひ
こ

さ
ん
が
築

い
た
礎
に
新
し
い
時
代
の
視
点
を
吹

き
込
ん
だ
。

　

二
人
が
常
に
心
に
留
め
て
い
る
の

は
、
単
な
る
効
率
で
は
な
い
。「
誰

が
、
ど
ん
な
想
い
で
搾
っ
た
の
か
」

と
い
う
、
造
り
手
の
体
温
が
伝
わ
る

昭
和
7
年
、
札
幌
・
厚
別
も
み
じ
台
の
地
で
一
頭
の
牛
と
共
に
、
祖
父
・
政
吉
さ

ん
の
代
か
ら
始
ま
っ
た
小
林
牧
場
。
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
上
野
幌
、
現
在
の
西

野
幌
へ
と
舞
台
を
移
し
な
が
ら
、
九
十
余
年
に
わ
た
り
生い
の
ち命
の
営
み
に
寄
り
添
う

日
々
を
積
み
重
ね
て
き
た
。
そ
の
歩
み
は
、
い
つ
し
か
揺
る
ぎ
な
い
信
念
の
道
と

な
っ
た
。



1. 約 300 頭の搾乳牛たちの表情が、健やかな日々の営みを無言で証明している。2. 1 日 2 回搾乳された生乳は、近隣の新札幌乳業へ。この圧倒的な速さ
が「小林牧場物語」の新鮮さを物語る。3. 6 次化を実現したソフトクリーム工房。絶品ソフトを堪能でき、「小林牧場物語」ブランドの商品も買うこと
ができる。4. 先代の礎に兄弟の新しい視点を加え確立したバイオガスプラント。排泄物から電気を起こし循環を高度化させる。
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「
顔
の
見
え
る
」
製
品
を
届
け
る
こ

と
だ
。
そ
の
信
念
は
物
流
の
速
さ
に

も
表
れ
て
い
る
。
搾
り
た
て
の
生
乳

は
わ
ず
か
10
分
で
近
隣
の
工
場
へ
運

ば
れ
、
他
と
混
ざ
る
こ
と
の
な
い
専

用
ラ
イ
ン
で
パ
ッ
ク
さ
れ
る
。

　
「
愛
情
を
か
け
た
分
だ
け
、
牛
は

必
ず
誠
実
に
応
え
て
く
れ
ま
す
。
札

幌
に
近
い
立
地
を
活
か
し
、
究
極
の

鮮
度
で
食
卓
へ
届
け
た
い
。
こ
の
ラ

ベ
ル
に
は
、
私
た
ち
家
族
の
想
い
が

す
べ
て
詰
ま
っ
て
い
る
ん
で
す
」

　

智
行
さ
ん
の
言
葉
に
は
、
生
産
者

と
し
て
の
揺
る
ぎ
な
い
誇
り
が
滲
む
。

　

兄
弟
で
切
磋
琢
磨
し
、
互
い
の
視

点
を
磨
き
合
い
な
が
ら
「
よ
り
良
い

牛
乳
を
届
け
た
い
」
と
い
う
共
通
の

想
い
で
歩
み
を
進
め
て
き
た
。
そ
の

想
い
は
今
、
次
代
の
主
役
で
あ
る
互

い
の
息
子
た
ち
へ
託
さ
れ
て
い
る
。

　

父
た
ち
の
背
中
を
追
い
、
泥
に
ま

み
れ
て
牧
場
を
支
え
る
彼
ら
も
ま

た
、
自
ら
の
足
で
土
に
立
ち
、
先
代

か
ら
続
く
道
を
ま
っ
す
ぐ
に
踏
み
固

め
て
い
る
。
家
族
が
同
じ
志
を
持

ち
、
共
に
汗
を
流
す
光
景
。
そ
れ

は
、
物
語
が
1
0
0
年
先
へ
続
い
て

い
く
確
か
な
証
だ
。

母
が
繋
ぐ「
食
の
本
質
」

　

小
林
牧
場
を
語
る
う
え
で
欠
か
せ

な
い
の
が
、
朗
ら
か
な
笑
顔
で
周
囲

を
包
み
込
む
母
・
ヨ
シ
子
さ
ん
の
存

在
だ
。
出
会
う
人
を
惹
き
つ
け
る
温

か
な
人
柄
は
、
地
域
に
元
気
を
灯
し

て
い
る
。
手
帳
に
は
、
自
ら
の
手
で

整
え
、
育
て
て
き
た
野
菜
作
り
な
ど

の
記
録
が
び
っ
し
り
と
書
き
込
ま
れ

て
い
た
。

　

か
つ
て
北
海
道
新
聞
の
料
理
コ
ー

ナ
ー
を
担
当
し
、
ま
た
「
A
・
C

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
し
て
30
年
以
上

に
わ
た
り
サ
ッ
ポ
ロ
さ
と
ら
ん
ど
等

で
食
育
活
動
を
展
開
。
牛
乳
も
野
菜

も
等
し
く
「
土
か
ら
の
授
か
り
も

の
」
だ
と
伝
え
て
き
た
。

　
「
土
を
い
じ
っ
て
い
る
と
元
気
が

湧
い
て
く
る
の
よ
。
こ
の
喜
び
を
次

の
世
代
に
伝
え
た
い
ね
」

　

そ
う
笑
う
ヨ
シ
子
さ
ん
の
手
帳
に

は
こ
れ
か
ら
も
、
育
て
て
い
く
野
菜

た
ち
の
愛
お
し
い
生
命
の
記
憶
が
大

事
に
記
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　

一
滴
の
牛
乳
に
込
め
ら
れ
た
想
い

を
胸
に
、
若
き
後
継
者
た
ち
が
今
日

も
牛
舎
を
駆
け
る
。
野
幌
の
森
が
育

む
空
気
と
共
に
、
一
家
が
紡
い
で
き

た
誠
実
な
時
間
は
、
こ
れ
か
ら
も
静

か
に
積
み
重
な
り
続
け
る
。

　

小
林
牧
場
物
語
。

─
終
わ
り
の

な
い
生
命
と
家
族
の
歩
み
は
、
こ
れ

か
ら
も
こ
の
大
地
と
共
に
、
一
歩
ず

つ
、
着
実
に
書
き
継
が
れ
て
い
く
。



　札幌の大地には、先人たちが厳しい風土と向き合いながら、静かに育み、守り続けて
きた「宝物」があります。それが、札幌伝統野菜です。今年度、ＪＡさっぽろでは、こ
のかけがえのない食文化を次の世代へと丁寧に手渡していくため、「襷（たすき）」プロ

ジェクトを立ち上げました。
　この一年、私たちは 19 の取り組みを通して、札幌の農業が
持つたくましい底力を実感しました。この味が愛され続ける未
来を願い、生産者・職員・企業が心をひとつにして踏み出し
た、確かな一歩。その歩みと 19 の取り組みをご紹介します。

先人が繋いできた「襷」を未来へ
札幌の豊かさを紡ぐ、ＪＡさっぽろ伝統野菜普及プロジェクトの一年の歩み

ＪＡさっぽろ生産者直売所「とれたてっこ南」「とれた
てっこ厚別」にて、サッポロミドリと札幌大長ナンバン
を使用したパンを限定販売。
札幌の食文化を再認識しても
らう機会を創出することを目
的として実施され、合計80個
を販売しました。

〈8/29販売〉

札幌グランドホテル内5つのレ
ストラン・ショップにて、札幌伝
統野菜を含むＪＡさっぽろの農
畜産物を味わうことのできる
フェアを開催。伊藤総料理長を
はじめとする調理長たちによっ
て、食材の魅力を最大限に引き
出した料理が提供されました。

〈9/1〜10/31提供〉

サッポロミドリのミゼラブル
 ［ショコラティエ マサール］03

ショコラティエ マサール市内
全4店舗にて、サッポロミドリ
を使用したケーキ「ミゼラブ
ル」を開発・販売。サッポロミ
ドリの繊細な風味や美しい色
合い、独特の食感を活かした、
とっておきの限定スイーツと
して好評を博し、626個を販売
しました。

〈9/12～12/10販売〉

サッポロファクトリーにて、札幌伝
統野菜を使用したクッキングスクー
ル「食育親子料理教室」を開催。生産
者として、厚別地区組合員の小林祐
美さんが講師となり登壇。8組16名
が参加し、「サッポロミドリと古川
ポークベーコン・小林農園のガー
リックパスタ」や「札幌黄玉ねぎの
パンナコッタ」などを調理しました。

〈9/13開催〉

食育親子料理教室
 ［北ガスクッキングスクール］04

札 幌 伝 統 野 菜

伝統野菜パン
 ［札幌グランドホテル］01 北海道の秋フェア

 ［札幌グランドホテル］02

札幌大球 札幌黄 札幌白
ゴボウ

サッポロミドリ札幌大長
ナンバン

伝統野菜使用した ⚫�札幌大球：大きくて肉厚、漬物にぴったりの
キャベツ。直径50 cm、重さ20 kg にも育ち、
シャキシャキとした食感が特徴です。
⚫�札幌黄：甘みとコクが際立つ、札幌発祥の

希少な玉ねぎ。加熱すると更に甘みが増す
のが特徴です。
⚫�札幌大長ナンバン：大ぶりで辛みが強い、

札幌ならではの唐辛子。長さ12 cm ほどに
育つのが特徴です。

⚫�札幌白ゴボウ：白くて香り高く、食感
が良いゴボウ。皮も果肉も白く、柔らか
な口当たりと豊かな香りが料理を引き
立てます。
⚫�サッポロミドリ：色鮮やかで甘い、札

幌生まれの枝豆。実入りが良く、茹で
ると鮮やかな緑色と豊かな風味が楽し
めます。
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食の襷プロジェクトの一年の歩み

北海道の食と映画を楽しむ祝祭「北海道フービーフェス
ティバル」にて、放送18年目を迎えた HBC の人気番組『あ
ぐり王国北海道 NEXT』の映画版を上映。本作は、5つの札
幌伝統野菜を軸に、北海道の豊かな大地と生産者たちの
情熱を描き出すドキュメンタリー映画で、ＪＡさっぽろの
生産者からは吉田 照一さん、川瀬 俊昭さん、坂東 拓也さ
んが出演し、伝統野菜に懸ける熱い想いを語りました。ナ

ビゲーターの森崎 博之さんが見守る中、札幌の名シェフ・
塚田 宏幸さんが道内各地の生産者を訪ね歩き、札幌伝統
野菜や士幌牛、富良野の食材を融合させ、渾身の「究極の
ひと皿」を調理。食材の魅力だけでなく、土地の歴史や未
来への希望をひと皿に込めた本作は、観る人に食文化の価
値を再発見させてくれる珠玉の物語として多くの反響を
いただきました。〈10/12上映〉

大通公園で行なわれた「さっぽろオータム
フェスト2025」のお肉じゅっ丁目会場にて、
札幌黄を使用した「生カレーパン」を開発・
販売。北海道芸術デザ
イン専門学校（bisen）
の学生がデザインした
シールも人気で、664
個を販売しました。

〈9/30～10/4販売〉

生カレーパン
 ［奥芝商店］05

boulangerie coron 市 内 全 3 店 舗 に
て、札幌白ゴボウと札幌黄を使用し
たパン「札幌白ゴボウとカマンベー
ルのエピ」「札幌黄のオニオングラタ
ン風タルティーヌ」を開発・販売。札
幌白ゴボウの食感や、札幌黄を炒め
て香ばしさを引き出す製法で新商品
を開発し、販売しました。

〈10/10～11/20販売〉
生カレーパンの

シールをデザイン

してくださった

金澤 杏さん

伝統野菜パン
 ［boulangerie coron］06

映画『あぐり王国北海道�
～あるシェフの料理がとても美味しい理由～』
 ［クリエイティブオフィスキュー］

07

　　　　シェフ　村山 奈津美さん 

　「さっぽろ伝統野菜」は、以前より札幌黄はパンやお料理に活用してい
ましたが、白ごぼうやほか様々な伝統野菜の存在や魅力に触れる貴重な
機会をいただきました。白ごぼうは、まるでフルーツのような瑞々しさで
北海道産小麦パン生地の風味ともとてもマッチすることに発見がありま
した。札幌黄はじっくり炒めることで生まれる旨みと、道産チーズのコク
が相性抜群で、両商品とも旬期間の販売ではありましたがリピートしてご
購入いただくお客様も多く、地元の方々にも愛されるパンとなりました。

担当者
　コメント

　　　　北札幌地区組合員　坂東 拓也さん 

　今回、あぐり王国のドキュメンタリー映画に出演させていただきました。自分が
映画館のスクリーンに映し出される日が来るなんて思いもしませんでした。貴重
な機会をいただき、一生の思い出となりました。本作では札幌の伝統野菜が取り上
げられ、私の作った札幌黄を使った料理を主役のシェフに振る舞っていただきま
した。札幌黄のキッシュの味は今でも忘れられません。レッドカーペットセレモ
ニーや舞台挨拶など、夢のような時間でした。本当にありがとうございました。

出演者
　コメント

豊平地区組合員の吉田 照一さんの圃場にて、札幌大
球と札幌白ゴボウの収穫体験を実施。その後、清田
経済店で札幌白ゴボウの泥落とし・選果を行ないま
した。10月24日には地物市場とれのさとにて、漬物
用野菜として札幌大球などを販売しました。

〈10/16，17，24実施〉

新入職員研修08
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ＪＡさっぽろ伝統野菜フェア
 ［みのるダイニング］11

「そと遊び Radio 冬のそなえ
スペシャル」の番組内にて、
パーソナリティーの中村 夏
音さんが篠路地区組合員の
丹羽 恵子さん宅で札幌大球
を使用したニシン漬けの漬
物体験を実施し、その様子を
ご紹介いただきました。

〈11/24放送〉

「第25回ＪＡさっぽろ女性の集い」
と「ＪＡさっぽろ准組合員コンベ
ンション2025 農と食をもっと身
近に」にて、伊藤総料理長が監修
した、札幌伝統野菜をふんだんに
使用した料理が参加者の皆さま
に振る舞われました。また、准組
合員コンベンションでは、札幌黄
生産者の熊木 大輔さんがパネル
ディスカッションに登場しました。

〈10/27、11/16開催〉

女性の集い
准組合員コンベンション
 ［札幌グランドホテル］

10

AIR-G′出演13

みのるダイニング札幌ステラプレイス店のビュッフェコーナーにて「ＪＡさっ
ぽろ伝統野菜フェア」と題し、「札幌黄のオーブン焼き」「札幌大球のハニーマ
スタードサラダ」「札幌白ゴボウのゴマ味噌和え」を開発・提供。605食を提供
しました。〈11/12～11/24提供〉

　　　　ＪＡ全農フードマーケット事業部リテール事業課　柳 智仁 様　

　札幌伝統野菜フェアでは、来客数前年比108％、ビュッフェ出数130％と反響が大
きく、多くのお客さまに札幌伝統野菜を PR できました。
　特に展示していた札幌大球は注目度が高く、多くの方が写真を撮っていました。 
品質の良い食材提供とＪＡ様の協力によりフェアを無事開催でき感謝申し上げます。

担当者
　コメント

藤田 範彦 元組合長
　これまで札幌伝統野菜の種を繋ぎ、守り続け
てくださった生産者の皆さまの並々ならぬご
尽力に、心より敬意と感謝を申し上げます。

　この取り組みの原点は、北海道神宮の新嘗祭で目にした「札
幌大球」を宝船に載せた光景でした。都市型農協といえども、
JA は農業団体としての本分を果たさなければならない。その
想いを強くしていた折、吉田 照一元副組合長から「札幌の名を
冠する野菜は他にもたくさんある」と教えられました。吉田さ

んの存在なくして、このプロジェクトの実現はあり得ませんで
した。札幌の伝統野菜を認定し、守り育てることが、結果とし
て札幌の農業全体を守ることに繋がると確信した瞬間でした。
　生産者の高齢化が進む中、伝統を守り抜くことは決して容易
ではありません。しかし、伝統野菜は札幌農業の「肝」であり

「柱」です。これからも、生産現場と JA 職員が固く手を携え、地
域の宝を未来へと繋いでいってくれることを切に願っています。

スープカレー
 ［奥芝商店］09

地物市場とれのさとにて、
札 幌 伝 統 野 菜 を 使 用 し た
スープカレーを調理・販売。
新入職員研修の一環として
行なわれ、具材には新入職
員が自ら収穫した札幌大球
を使用。奥芝商店の藤田様
指導の下、調理から販売ま
で、野菜が消費者に届く過
程を体験し、2日間で130杯
を販売しました。

〈10/24～10/25販売〉

中村 夏音さん
Instagram ▶

現在「札幌大長ナンバンの三升漬け」を
製造している北日本フード株式会社で、
伝統野菜シリーズの加工品化を目指し、
プライベートブランドとして「昔なつか
しいにしん漬け」を企画・開発。とれのさ
とで1,100個を販売したほか、ＪＡさっぽ
ろ各支店での取りまとめも行ない、115
個を販売しました。

〈10/30～11/30販売〉

札幌大球のニシン漬け
 ［北日本フード株式会社］1212
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食の襷プロジェクトの一年の歩み

札幌市、ＪＡグループ北海道と連携し、札幌伝統野菜に
関する出前授業を実施。ＪＡさっぽろ青年部の大畑部長
と坂東副部長が登壇し、オリジナル映像の上映などを
通して、アカデミーの選手たちに札幌伝統野菜の魅力
を伝えました。

〈1/13実施〉

食育活動
 ［北海道コンサドーレ札幌アカデミー］18

札幌市図書・情報館にて「未来へ紡ぐさっぽろ農業」と題
し、トークイベントを開催。札幌黄生産者の坂東 拓也さ
んとＪＡさっぽろ青年部
の大畑 一郎部長が登壇
し、札幌黄の生産にかけ
る想いや、札幌の生産物
を PR する青年部の活動
について語りました。

〈12/20開催〉

トークショー
 ［札幌市図書・情報館］16

札幌駅前通地下歩行空間「チ・カ・ホ」で行なった写真
展に合わせ、星澤先生オリジナルレシピによる「札幌大
球を使用したニシン漬け」を開発・販売。2日間で合計
200個が完売しました。また、制作したニシン漬けは「女
性の集い」抽選会の景品や「准組合員コンベンション」
参加者プレゼントにも使用されました。

〈11/27～11/28販売〉

札幌大球のニシン漬け
 ［星澤クッキングスタジオ］14

SASARU SAPPORO ホームページにて「甘さがすごい
「幻の玉ねぎ」…北海道好きなら知っておきたい！“札
幌黄”の魅力に迫る」と題し、札幌黄のルーツ・札幌黄
を使用している飲食店・札幌黄を購入できる場所を紹
介する記事を掲載していただきました。

〈1/10掲載〉

食材付き情報誌「北海道食べる通信」2025年秋号で、札幌
大球を中心に特集。札幌大球応援隊の活動や隊長・日原
さんの思い、ＪＡさっぽろの取り組みなどをご紹介いただ
き、生の札幌大球とニシン漬け、ヴェール農場の札幌黄、
JA さっぽろの加工品「札幌黄たまねぎスープ」のセット
が全国の読者に届けられました。

〈12月上旬発送〉

『北海道食べる通信』掲載
 ［わっか］15

SASARU HOKKAIDO掲載17

札幌グランドホテル内のザ・ベーカリー
＆ペイストリーにて、オリジナル南蛮味
噌を販売。4年前に伊藤総料理長が生産
者の圃場を見学した繋がりから、以前よ
り販売されていた南蛮味噌に札幌大長ナ
ンバンが使用されるようになりました。

〈通年販売〉

南蛮味噌
 ［札幌グランドホテル］19

代表理事組合長　軽部 幹夫
　この1年間、「札幌伝統野菜」を次世代へ繋ぐべ
く展開した19の取り組みが、こうして大きな実を
結ぶことができたことを心より嬉しく思います。

　まず何より、栽培の難しさや効率化の波に抗いながら、先人
から受け継いだ種を守り、作り続けてくださっている生産者の
皆さまに、深い敬意を表します。皆さまの情熱とこだわりこそ
がこのプロジェクトの心臓部であり、札幌の食文化の原点です。
　また、この活動の趣旨に深く共鳴し、伝統野菜の新たな魅力
を引き出してくださった企業の皆さま、そしてその価値を広く

社会に届けてくださったマスメディアの皆さまの多大なるご
協力に、厚くお礼申し上げます。皆さまとの連携があったから
こそ、伝統野菜は単なる「古い品種」ではなく、現代の食卓に彩
を与える「地域ブランド」へと進化することができました。
　伝統野菜を守ることは、札幌の風景と歴史を守ることです。
私たちはこれからも、生産者の思いを、企業・メディアの皆さ
まの力をお借りしながら、子どもたちの未来というゴールへ向
かって、この「食の襷（たすき）」を力強く繋いでいくことをお
誓いいたします。
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••牛乳 　 4L　••酢 　 40㏄

材料（4人分）

1 �鍋に牛乳を入れ、ラップをして火にかけ、沸騰寸前（98℃）で
火を止めて酢を混ぜる。

2 �固まってきたら、ざるに布を敷き、牛乳をあける。あら熱を
取り、布をたたみこんで重しをし、10 分くらい置く。

3 �水分が残っていたら手で絞って出来上がり！

作り方

1 �馬鈴薯は皮をむき、細い
千切りに。にんじんも千
切りに。餅は 1枚を 4等
分に。ハム、ゆで卵、
ゴーダチーズは細く切
る。カッテージチーズは
バラバラにほぐす。

2 �フライパンにバターを引
き、溶けたら馬鈴薯とに
んじんを入れて塩こしょ
うをかけ、しんなりする
まで炒めたら一度火を止
める。

3 �2の上に餅、カッテージチーズ、ゆで卵、ピーマ
ン、最後にゴーダチーズを載せ、トマトケチャッ
プとマヨネーズをかける。中火で 5～8分焼き、
チーズが溶けたら出来上がり！

作り方

秘

伝レシピ

No.7

秘

伝レシピ

No.8

牛乳豆腐
（カッテージチーズ）

もちのピザ

組合員さんの　　　　を紹介します

今号の巻頭ページでもご紹介させていただいた、みんなに愛される小林牧場今号の巻頭ページでもご紹介させていただいた、みんなに愛される小林牧場
のお母さん、小林ヨシ子さん。自慢の牛乳を使った、とっておきのレシピをのお母さん、小林ヨシ子さん。自慢の牛乳を使った、とっておきのレシピを
教えていただきました！教えていただきました！

秘伝の
レシピ

••馬鈴薯 	 3 個
••切り餅 	 4 枚
••ピーマンやパプリカ 	 1 個
••にんじん 	 3㎝
••ゆで卵 	 1 個
••ハムまたはベーコン 	 50g

材料（4人分）

••カッテージチーズ 	 80g
••ゴーダチーズ 	 50g
••バター	 10g
••塩こしょう	 適量
••マヨネーズ 	 大さじ2
••トマトケチャップ 	 大さじ2

小林牧場の
ゴーダチーズ

（シュレッドタイプ
）

を贅沢に使用！

牛乳豆腐を使った
（カッテージチーズ）\　　　　　　　　　/

\栄養満点！/
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アラカルト 組合員さんとJAの活動を紹介します！

＊
a l

a carte＊

▪
神 

誉
正
さ
ん
「
健
康
講
座
」

　

ス
ポ
ー
ツ
科
学
や
各
種
施
術
療
法
に
精

通
す
る
神 

誉
正
さ
ん
。
膝
や
腰
が
痛
く

な
る
原
因
や
、
痛
み
を
軽
減
す
る
歩
き

方
・
座
り
方
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
説

明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▪�

芸
能
楽
団
「
乱
拍
子
」

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　

和
太
鼓
を
柱
と
し
て
獅
子
舞
や
虎
舞
、

さ
ら
に
は
わ
ら
べ
歌
遊
び
な
ど
、
伝
統
芸

能
の
流
れ
を
汲
み
な
が
ら
、
新
し
い
太
鼓

の
響
き
を
生
み
出
し
て

い
る
芸
能
集
団
。
札
幌

を
活
動
の
拠
点
と
し
な

が
ら
、
道
内
～
海
外
で

の
公
演
も
多
数
実
施
し

て
い
ま
す
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
お
囃

子
に
合
わ
せ
て
の
手
遊
び
か
ら
ス
タ
ー

ト
。
次
に
獅
子
舞
の
演
舞
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
噛
ま
れ
れ
ば
無
病
息
災
や
五
穀
豊

穣
に
ご
利
益
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
獅

子
舞
。
最
後
に
は
、
一
人
ひ
と
り
頭
を
が

ぶ
り
と
噛
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

▪�

大
宴
会
・
彩
川 

さ
く
ら
さ
ん

歌
謡
シ
ョ
ー

　

2
日
目
の
夜
に
行
な
わ
れ
た
メ
イ
ン
イ

ベ
ン
ト
。
軽
部
組
合
長
、
須
合
副
組
合
長

に
加
え
、
中
央
地
区
の
宮
﨑 

信
子
さ
ん

と
篠
路
地
区
の
堀
尾 

節
子
さ
ん
に
も
ご

登
壇
い
た
だ
き
、
鏡
開
き
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

程
よ
く
お
酒
も
進
ん
だ
と
こ
ろ
で
演
歌

歌
手
・
彩
川 

さ
く
ら
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー

が
開
演
。
新
年
会
に
ふ
さ
わ
し
い
明
る
い

笑
顔
と
ト
ー
ク
で
場
を
盛
り
上
げ
な
が
ら
、

自
身
の
持
ち
歌
や
荻
野
目 

洋
子
さ
ん
の

『
ダ
ン
シ
ン
グ
・
ヒ
ー
ロ
ー（
E
a
t 

Y
o
u 

U
p
）』
な
ど
を
た
っ
ぷ
り
お
聞
か
せ
い

た
だ
き
ま
し
た
。

組
合
員
親
睦
大
新
年
会

　
　 

in 

定
山
渓
万
世
閣
ホ
テ
ル
ミ
リ
オ
ー
ネ

1／20 火
〜22 木

2
泊
3
日
で
「
組
合
員
親
睦
大
新
年
会
」
を
開
催
し
、

ご
参
加
の
皆
さ
ま
に
は
温
泉
で
の
ん
び
り
過
ご
し
な
が
ら

催
し
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
し
た
。

獅子舞に頭を噛まれる、手稲支店の室松統
括支店長。

参加者の方も、パフォーマーの方に手を引かれてス
テージ上に！

抽選会で組合長賞に当選した手稲地区の池田 敏男さんと
篠路地区の堀尾 節子さん。

彩川 さくらさんの「踊ってもいいですよ」の声かけで、盛り上がった職
員や組合員の皆さまがステージに！

実演を交えながら日常生活で役立つストレッ
チや体の使い方を紹介していただきました。

冒頭の挨拶を述べる軽部組合長。
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アラカルト 組合員さんとJAの活動を紹介します！

＊
a l

a carte＊

　

青
年
部
本
部（
大
畑 

一
郎
部
長
）で
は
、

プ
レ
ミ
ア
ム
ホ
テ
ル
─
C
A
B
I
N
─
札
幌

に
て
常
勤
役
員
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
、
本

部
役
員
15
名
と
常
勤
役
員
5
名
の
合
計
20
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
青
年
部
は
、
さ
っ
ぽ
ろ
オ
ー
タ

ム
フ
ェ
ス
ト
や
札
幌
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
の

農
産
物
販
売
を
は
じ
め
、
北
海
道
コ
ン
サ

ド
ー
レ
札
幌
ア
カ
デ
ミ
ー
と
連
携
し
た
食
育

活
動
、
さ
ら
に
は
各
種
メ
デ
ィ
ア
へ
の
積
極

的
な
出
演
な
ど
、
活
発
な
P
R
活
動
を
展

開
。
懇
談
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
報
告
を

行
な
っ
た
う
え
で
、
今
後
の
青
年
部
活
動
に

対
す
る
Ｊ
Ａ
の
支
援
体
制
や
、
札
幌
の
農
業

を
さ
ら
に
P
R
す
る
た
め
に
Ｊ
Ａ
と
連
携
で

き
る
こ
と
等
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

武
田
副
部
長
は
今
後
の
青
年
部
活
動
に
つ

い
て
、「
各
企
業
の
ご
協
力
も
あ
り
充
実
し

た
活
動
が
で
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
青
年
部
と
Ｊ
Ａ
が
協
力
し
、
Ｊ
Ａ

職
員
や
地
域
の
皆
さ
ま
と
積
極
的
か
つ
活
発

な
交
流
を
図
り
、
札
幌
の
農
業
を
さ
ら
に
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し

た
。

青
年
部
本
部
役
員
×
常
勤
役
員

忌
憚
の
な
い
意
見
交
換
を
行
な
う

「
懇
談
会
」開
催

1／28 水

　

Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
青
年
部
本
部（
大
畑 

一
郎
部

長
）で
は
、
札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
を
開
催
し
、
部
員
お
よ
び
そ
の
ご
家
族
22

名
と
役
職
員
12
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、
青
年
部
へ
の
帰
属
意
識
の
向
上

や
、
仲
間
同
士
の
連
帯
感
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
恒
例
行
事
。
今
年
度
は
、
青
年
部
事
業
や

Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
の
イ
ベ
ン
ト
で
ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
る
グ
ッ
チ
ー
さ
ん
と
森 

結
有
花
さ
ん
を
お

招
き
し
、
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
グ
ッ
チ
ー

さ
ん
か
ら
は
、「
今
後
も
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
青
年
部

の
皆
さ
ん
と
様
々
な
事
業
を
通
じ
て
、
札
幌
の
農

業
を
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
の
お
言

葉
も
。
ま
た
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
終
了
後
の
懇
親
会

で
は
、
グ
ッ
チ
ー
さ
ん
と
森
さ
ん
が
一
席
一
席
を

く
ま
な
く
回
っ
て
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
の
農
業
の
未
来

に
つ
い
て
参
加
者
と
語
り
合
い
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

と
い
う
イ
ベ
ン
ト
の
枠
を
超
え
た
、
と
て
も
熱
量

の
高
い
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
畑
部
長
は
、「
グ
ッ
チ
ー
さ
ん
、
森
さ
ん
に

ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と
で
、
部
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
も
高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
今
後
も

食
育
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ

ろ
の
農
産
物
を
積
極
的
に
P
R
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

青
年
部
本
部

グ
ッ
チ
ー
さ
ん
・
森 

結
有
花
さ
ん

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
開
催

2／17 火

さっぽろオータムフェスト 2026
をはじめ、学生支援や地域貢献
に資する多様で前向きな議題が
取り上げられ、活発な意見交換
が行なわれました。

グッチーさん、森 結有花さんと共に記念撮影。
トークショーで札幌農業への熱い想い
を語るグッチーさん。
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アラカルト 組合員さんとJAの活動を紹介します！

＊
a l

a carte＊

　

女
性
部
本
部（
嶋 

知
子
部
長
）で
は
、
本

店
3
階
役
員
会
議
室
に
て
女
性
部
本
部
役
員

と
常
勤
役
員
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
、
本
部

役
員
20
名
と
常
勤
役
員
5
名
、
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
し
て
広
域
女
性
理
事
2
名
の
合
計
27

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
部
の
高
齢
化
と
い
っ
た
問

題
を
踏
ま
え
、
新
規
部
員
勧
誘
な
ど
女
性
部

活
動
へ
引
き
続
き
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
と

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
議
室
に
場
所
を
移
し
て
行
な
わ
れ
た

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
3
班

に
分
か
れ
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施
。

「
女
性
部
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
「
魅
せ

る
・
伝
え
る
」
新
戦
略
」
と
題
し
、「
女
性

部
が
考
え
る
農
業
イ
ベ
ン
ト
」
と
「
女
性
部

が
考
え
る
広
報
誌
」
を
テ
ー
マ
に
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　

昼
食
に
振
る
舞
わ
れ
た
の
は
、「
お
く
し

ば
ぁ
ち
ゃ
ん
」
の
ス
ー
プ
カ
レ
ー
。
丹
羽
理

事
と
横
山
理
事
が
生
産
し
た
大
根
・
玉
ね

ぎ
・
馬
鈴
薯
な
ど
、
札
幌
で
採
れ
た
新
鮮
な

野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
特
別
な
一
杯

が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
女
性
部

の
皆
さ
ま
が
丁
寧
に
付
け
込
ん
だ
色
と
り
ど

り
の
漬
物
も
ず
ら
り
。
奥
芝
商
店
の
藤
田
さ

ん
、
お
く
し
ば
ぁ
ち
ゃ
ん
の
桑
原
さ
ん
、
ち

え
さ
ん
、
す
み
さ
ん
も
同
席
し
、
女
性
部
と

一
緒
に
食
事
を
食
べ
な
が
ら
、
漬
物
談
義
に

花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

テーマ  女性部がプロデュースする「魅せる・伝える」新戦略

農業イベントの「内容」 �
・・小学校などでの食育　・・畑の中でレストラン
・・�石狩ひとまちつなぎ（野菜の勉強会を年間通してやっ
ている）
・・体験型（参加型）イベント　・・野菜の販売
・・�青年部の野菜販売活動への参加（たまねぎフェア・
オータムフェスト・マルシェ・ドームなど）
・・合同のＪＡまつり開催
・・各地の町内会の夏祭りでの野菜販売
・・広報誌の写真を活用した展示
・・収穫祭に女性部ブースを出す

農業イベントの「場所」 �
・・北農ビルの活用　・・札幌駅前広場
・・上篠路倉庫を有効活用する
・・さとらんど（台所がある場所）
・・BiVi 新さっぽろ　サンピアザ（光の広場）

農業イベントの「連携先」 �
・・漁協と連携しイベントを実施する　・・幼稚園・保育園
・・青年部と合同でマルシェを開催する
・・オール北海道　全ＪＡと連携

広報誌の「内容」 �
・・字は少なめにして、写真を大きく・数多くする
・・近くの直売所で使用できる割引券を付ける
・・各支部のイベント告知をしてほしい
・・�今まで出ていなかった組合員を出してほしい（懐かし
い顔が見られると嬉しい）
・・�各支部の役員紹介（月ごとに出す。役員の想いなども
含める）
・・女性部コーナーを常設する
・・農家などで即売会等をしているところを写真で見たい
・・札幌・石狩産の野菜を使ったレシピを広報誌に載せる

　ディスカッションの前には、これまでの女性部と常
勤役員とのディスカッションで出された意見のうち、
実現したものをご紹介。たくさんのアイデアを自由に
出していただくために「現実的、実現可能かどうかは
別として、思いつくままに書いてください」とお伝え
し、話し合いをしていただきました。女性ならではの
視点で出された 27 のアイデアをご紹介いたします。

グループディスカッション

女
性
部
本
部
役
員
×
常
勤
役
員

懇
談
会
＆
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
女
性
の
視
点
」を
事
業
に
繋
ぐ

2／12 木

女性部、常勤役員、おくしばぁちゃんの皆さまで記念撮影。 昼食を食べながら交流を深めました。
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アラカルト 組合員さんとJAの活動を紹介します！

＊
a l

a carte＊

　

蔬
菜
部
会
西
支
部（
石
田 

宗
士
支
部
長
）で
は
、
ホ
テ
ル
ラ
イ

フ
ォ
ー
ト
札
幌
で
行
な
わ
れ
た
「
第
53
回
北
海
道
キ
ン
グ
メ
ル

テ
ィ
ー
会
総
会
・
研
修
会
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
キ
ン
グ
メ
ル
テ
ィ
ー
」
と
は
、
道
内
で
生
産
さ
れ
る
希
少
な

青
肉
メ
ロ
ン
。
メ
ロ
ン
の
生
産
者
・
生
産
量
が
減
少
し
て
い
る
現

状
を
受
け
、
他
品
目
の
生
産
者
も
道
内
各
地
か
ら
集
い
、
栽
培
技

術
・
営
農
資
材
の
知
識
向
上
と
他
産
地
農
家
と
の
交
流
を
目
的
と

し
た
総
合
的
な
研
修
が
例
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
蔬
菜
部
会
西

支
部
で
は
10
年
以
上
前
か
ら
こ
の
研
修
に
参

加
。
今
回
は
、
札
幌
み
ら
い
中
央
青
果
株
式

会
社
の
担
当
者
に
よ
る
「
昨
今
の
農
産
物
の

概
況
」
に
関
す
る
講
演
と
、
H
B
C
北
海
道

放
送
の
森 

結
有
花
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
よ

る
、
自
身
の
出
演
番
組
「
あ
ぐ
り
王
国
北
海

道
N
E
X
T
」
の
経
験
を
も
と
に
し
た
講
演

が
あ
り
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

　

講
演
後
に
は
質
疑
応
答
も
行
な
わ
れ
、
森 

結
有
花
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
か
ら
見
た
「
道
内
各

産
地
特
有
の
魅
力
」
に
生
産
者
か
ら
も
共
感

の
声
が
続
々
。
農
業
名
地
で
あ
る
北
海
道
も

酷
暑
に
よ
る
不
作
傾
向
で
頭
を
抱
え
る
中
、

メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
全
力
で
農
業
を
支
え
て

い
く
森 

結
有
花
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
熱
意
が

印
象
的
で
し
た
。�

（
山
本
特
派
員
）

　

資
産
管
理
部
会（
髙
橋 

宣
男
部
会

長
）と
青
色
申
告
会（
宮
﨑 

龍
浩
会

長
）で
は
、
札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

に
て
合
同
研
修
会
を
開
催
し
、
部
会

員
45
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
北
海
道
文
教
大
学
の
當

瀬 

規
嗣
教
授
を
お
招
き
し
、「
お
と

な
の
養
生
訓
─
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が

け
で
健
康
は
キ
ー
プ
で
き
る
─
」
を

テ
ー
マ
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
内
容
は
、
人
が
健
康
に
生
活
し

て
い
く
た
め
に
欠
か
せ
な
い
「
食

う
・
寝
る
・
出
す
」
と
い
う
日
常
の

生
活
習
慣
に
つ
い
て
。
そ
の
う
ち
一

つ
で
も
支
障
を
き
た
す
と
健
康
的
な

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い

う
興
味
深
い
お
話
で
し
た
。「
健
康
」

は
参
加
者
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
も
身

近
な
テ
ー
マ
。
皆
さ
ま
、
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

研
修
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
両
部

会
員
が
一
堂
に
会
す
る
貴
重
な
場
と

し
て
、
大
い
に
親
睦
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。�（
大
久
保
特
派
員
）

蔬
菜
部
会
西
支
部

第
53
回
北
海
道
キ
ン
グ
メ
ル
テ
ィ
ー
会

総
会
・
研
修
会

11／18 火

青
色
申
告
会
・
資
産
管
理
部
会　
本
部

健
康
に
つ
い
て
学
ぶ
合
同
研
修
会
を
開
催

12／4 木

北海道文教大学　健康栄養
学科の當瀬 規嗣教授の興味
深い講義に、真剣に耳を傾
ける参加者の皆さま。

ゲスト講師の森 結有花アナウンサー
と記念撮影。
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アラカルト 組合員さんとJAの活動を紹介します！

＊
a l

a carte＊

　

青
色
申
告
会
白
石
支
部（
越

野 

泰
蔵
支
部
長
）と
資
産
管
理

部
会
白
石
支
部（
兼
子 
和
敏
副

支
部
長
・
長
濵 

好
博
副
支
部

長
）で
は
、
モ
エ
レ
温
泉
に
て

合
同
研
修
会
を
実
施
し
、
部
会

員
17
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

顧
問
税
理
士
の
事
務
所
職
員

の
方
を
講
師
と
し
て
お
招
き

し
、「
令
和
7
年
税
制
改
正
に

つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講

義
を
実
施
。
確
定
申
告
を
控
え

た
中
で
、
税
金
に
関
す
る
知
識

の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
、

部
会
員
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
も

非
常
に
有
意
義
な
研
修
と
な
り

ま
し
た
。

　

研
修
終
了
後
は
、
温
泉
で
汗

を
流
し
た
後
に
忘
年
会
を
開

催
。
両
部
会
の
親
睦
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
、
大
変
充
実
し
た

研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
藤
田
特
派
員
）

　

女
性
部
厚
別
支
部
茶
道
サ
ー
ク
ル（
粟
井 

幸
子
会
長
）で
は
、
厚

別
支
店
3
階
の
談
話
ス
ペ
ー
ス
に
て
恒
例
の
初
釜
を
行
な
い
、
会
員

5
名
と
来
賓
7
名
、
役
職
員
5
名
の
ほ
か
、
お
手
伝
い
の
方
や
粟
井

会
長
の
お
孫
さ
ん
の
粟
井 

悠
貴
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

そ
の
年
に
初
め
て
行
な
う
お
茶
会
を
指

し
、
一
年
の
無
事
と
精
進
を
願
う
意
味
を

持
つ
“
初
釜
”。
新
年
の
清
ら
か
な
静
寂

の
中
で
集
中
し
て
過
ご
す
、
特
別
な
時
間

で
す
。
今
年
の
初
釜
も
、
世
代
や
性
別
に

と
ら
わ
れ
な
い
日
本
の
伝
統
文
化
の
奥
深

さ
を
改
め
て
感
じ
る
ひ
と
時
に
。
会
員
の

皆
さ
ま
に
よ
り
、
初
釜
の
手
順
に
沿
っ
て

茶
会
は
進
行
。
お
菓
子
や
お
茶
を
運
ぶ
所

作
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
お
も
て
な
し
の
心

を
感
じ
な
が
ら
、
和
気
あ
い
あ
い
と
新
年

を
祝
う
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
須
澤
特
派
員
）

青
色
申
告
会
・
資
産
管
理
部
会
白
石
支
部

税
金
の
知
識
を
深
め
る
合
同
研
修
会

女
性
部
厚
別
支
部　
茶
道
部
サ
ー
ク
ル

恒
例
の
初
釜　
今
年
も

12／12 金

1／22 木

確定申告に役立つ実践的な知識
について、講師の説明に真剣に
耳を傾ける部会員の皆さま。

丸岡専務や厚別地区の木内理事、
殿山監事のほか、女性部厚別支部
の粟井 真由美支部長や山下 智恵
子副支部長などが来賓として招か
れました。

初釜の厳かな空気の中でお茶を
点てる粟井悠貴さん。
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アラカルト 組合員さんとJAの活動を紹介します！

＊
a l

a carte＊

　

女
性
部
石
狩
支
部（
後
藤 

ゆ
か
り
支
部
長
）で

は
、
石
狩
八
幡
支
店
に
て
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
る
研
修

会
を
実
施
し
、
部
員
14
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

後
藤
支
部
長
の
ご
挨
拶
で
始
ま
っ
た
研
修
会
。
地

区
役
員
が
講
師
と
な
り
、
ボ
タ
ニ
カ
ル
ゼ
リ
ー
キ
ャ

ン
ド
ル
を
作
成
し
ま
し
た
。
好
き
な
ド
ラ
イ
フ
ラ

ワ
ー
を
選
び
、
ゼ
リ
ー
を
少
し
ず
つ
注
ぎ
な
が
ら
、

固
ま
る
前
に
レ
イ
ア
ウ
ト
。
思
う
よ
う

に
で
き
た
方
も
そ
う
で
な
い
方
も
、
皆

さ
ま
楽
し
ん
で
世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
早
く
作
り
終
わ
っ
た

方
は
2
個
目
に
挑
戦
。
1
個
目
と
違
う

雰
囲
気
の
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
っ
て
楽
し

ん
で
い
る
方
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
の
朝
は
あ
い
に
く
の
天
候
で
し

た
が
、
研
修
会
開
催
の
時
間
に
は
太
陽

も
見
え
、
お
昼
に
は
参
加
者
全
員
で
当

別
町
太
美
町
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ぺ

こ
ぺ
こ
の
は
た
け
」
へ
。
部
内
で
よ
り

一
層
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
終

始
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
に
包

ま
れ
た
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
亀
谷
特
派
員
）

女
性
部
石
狩
支
部

キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
研
修
会

2／2 月

　

札
幌
市
農
協
役
員
O
B
会（
和
田 

由
美
子
会
長
）と
職
員
O
B
会（
清
水 

和

夫
会
長
）で
は
、
ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
エ
ー
デ
ル
ホ
フ
札
幌
に
て
合
同
新
年
会
を

開
催
し
、
会
員
29
名
と
役
職
員
14
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

各
テ
ー
ブ
ル
で
は
、
こ
れ
ま
で
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
を
支
え
て
き
た
役
職
員
O
B

と
現
役
役
職
員
と
が
、
近
況
を
報
告
し
合
い
な
が
ら
話
に
花
を
咲
か
せ
、
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。�

（
杉
本
特
派
員
・
朝
霧
特
派
員
）

札
幌
市
農
協
役
員
O
B
会
・
職
員
O
B
会

合
同
新
年
会　
43
名
が
一
堂
に
会
す
る　

近
況
を
報
告
し
合
い
な
が
ら

2／6 金

作成したキャンドルを
手に記念撮影。

役員 OB の皆さま。

職員 OB の皆さま。

完成したキャンドル。
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アラカルト 組合員さんとJAの活動を紹介します！

＊
a l

a carte＊

　

青
年
部
本
部
で
は
、
学
校
法
人
八
紘
学
園 

北
海
道
農
業
専
門
学
校

に
て
、
1
～
2
年
生
の
生
徒
約
50
名
を
対
象
に
講
演
会
を
開
催
し
、
生

産
者
6
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

北
海
道
農
業
専
門
学
校
の
卒
業
生
で
も
あ

る
、
青
年
部
の
武
田 

慈
喜
副
部
長
に
よ
る
挨

拶
か
ら
講
演
会
が
ス
タ
ー
ト
。
前
半
は
、
酪
農

を
営
む
小
林 

智
行
さ
ん
、
札
幌
黄
生
産
者
の

坂
東 

拓
也
さ
ん
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
生
産
者
の

寺
内 

一
樹
さ
ん
が
登
壇
し
、
J
A
グ
ル
ー
プ

北
海
道
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
Y
U
K
A
-

K
O
さ
ん
進
行
の
も
と
、
学
生
か
ら
の
質
問
に

答
え
ま
し
た
。

　

後
半
は
、
３
班
に
分
か
れ
て
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
。
各
グ
ル
ー
プ
に
生
産

者
が
２
名
ず
つ
参
加
し
、
J
A
さ
っ
ぽ
ろ
と
八

紘
学
園
が
協
力
す
る
こ
と
で
で
き
る
こ
と
は
な

い
か
、
活
発
に
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　

青
年
部
員
で
も
あ
る
、
J
A
さ
っ
ぽ
ろ
の
木

田 
和
良
理
事
は
「
農
業
と
い
う
分
野
に
興
味

を
も
っ
て
い
た
だ
い
た
学
生
の
皆
さ
ん
に
感
謝

申
し
上
げ
た
い
。
ぜ
ひ
、
農
業
を
支
え
て
い
る

と
い
う
こ
と
、
ひ
い
て
は
、
人
を
、
国
を
支
え

て
い
る
と
い
う
自
信
を
も
っ
て
、
卒
業
後
の
仕

事
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

共
済
部
推
進
課
で
は
、
Ｊ
Ａ
共
済
連

北
海
道
札
幌
支
所
と
連
携
し
、
札
幌
エ

ル
プ
ラ
ザ
内
の
札
幌
市
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
「
ワ
ー
キ
ン

グ
プ
レ
マ
マ
・
パ
パ
の
体
験
教
室
」

に
、「
子
育
て
に
関
す
る
お
金
の
話
」

担
当
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
は
、
第
一
子
を
迎
え
る
共

働
き
の
夫
婦
を
対
象
に
、「
す
ぐ
に
役

立
つ
育
児
体
験
」
と
し
て
公
益
財
団
法

人 

母
子
衛
生
研
究
所
が
主
催
。
1
グ

ル
ー
プ
10
組
×
5
グ
ル
ー
プ
が
5
つ
の

部
屋
を
順
に
巡
り
、
お
む
つ
替
え
や
調

乳
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
共
済
で
は
そ
の
1
室
を
受
け
持

ち
、
医
療
費
や
教
育
費
と
い
っ
た
子
育

て
に
か
か
る
費
用
や
手
当
の
有
無
な
ど

に
つ
い
て
説
明
。
個
別
に
ご
相
談
い
た

だ
け
る
よ
う
に
4
つ
の
ブ
ー
ス
を
設
営

し
、
共
済
部
職
員
と
Ｊ
Ａ
共
済
連
職
員

の
計
4
名
で
対
応
。
子
育
て
に
は
想
像

以
上
に
お
金
が
か
か
る
こ
と
、
そ
れ
に

対
し
て
ど
の
よ
う
に
準
備
す
る
の
か
を

早
め
に
検
討
し
、
備
え
る
こ
と
の
大
切

さ
を
お
話
し
し
ま
し
た
。

共
済
部
推
進
課

「
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
レ
マ
マ
・
パ
パ
の
体
験
教
室
」

青
年
部
本
部

八
紘
学
園
で
講
演
会
を
開
催

2／20 金

2／15 日

学生からの「生産物のブランド力を高めるためにはどう
すればよいか」「6 次化のメリットとデメリットはなにか」
といった質問に現場ならではの目線で答えました。

各グループで生産者が学生と密にコミュ
ニケーションを取りながら、グループ
ディスカッションを行ないました。

相談内容に応じて、NISA や貯金
で備える方法と共済との違いなど
も丁寧に説明。より詳細な説明を
希望される方には、設計書の郵送
もご案内しました。
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12
、�12
月
末
組
合
員
加
入
・
脱
退
状
況
お
よ
び
未
済

持
分
譲
渡
報
告

13
、� 1
月
の
動
静
と
2
月
の
予
定
に
つ
い
て

14
、�札
幌
協
同
振
興
株
式
会
社
　
令
和
7
年
度
第

3
四
半
期
実
績
報
告（

閉
会
・
午
後
2
時
12
分
）

 ＪＡさっぽろDATA 令和8年1月末業務実績 令和7年12月末業務実績

組合員数
正組合員 3,691名 3,699名

准組合員 34,744名 34,725名

合　計 38,435名 38,424名

出資金残高 72億7千2百万円 72億6千7百万円

販売取扱高 42億7千8百万円 42億7百万円

購買供給高 25億5千7百万円 23億2千9百万円

貯金残高 3,694億4千5百万円 3,700億5千7百万円

融資残高 1,127億2百万円 1,127億6千万円

共済保有高 6,271億5千6百万円 6,272億4千2百万円

施設建設取扱高 8千9百万円 8千9百万円

管理受託戸数 4,716戸 4,732戸

理
事
会
だ
よ
り

第
10
回
定
例
理
事
会

　
令
和
8
年
1
月
30
日（
金
）午
後
1
時
00
分
よ

り
、
本
店
・
統
括
支
店
の
各
会
議
室
に
お
い
て
、

W
E
B
形
式
に
よ
る
定
例
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。

●
監
事
会
報
告
事
項

1
、�会
計
監
査
人（
み
の
り
監
査
法
人
）の
再
任
に
つ

い
て

2
、�令
和
8
年
度
　
監
事
監
査
計
画
に
つ
い
て

●
報
告
事
項

1
、�内
部
監
査
結
果
報
告（
令
和
7
年
度
第
3
四
半
期
）

2
、�地
区
別
懇
談
会
で
の
主
な
意
見
・
要
望
お
よ
び

回
答
の
広
報
誌
掲
載
に
つ
い
て

3
、�准
組
合
員
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
2
0
2
5
　
開
催

結
果
報
告

4
、�役
員
報
酬
審
議
会
か
ら
の
答
申
内
容
報
告

5
、�令
和
9
年
度
　
職
員
採
用
要
領
に
つ
い
て

6
、�反
社
会
的
勢
力
排
除
対
応
管
理
先
状
況
報
告

7
、�令
和
7
年
度
　
第
3
四
半
期
余
裕
金
等
運
用
実

績
報
告

8
、�「
有
価
証
券
に
か
か
る
リ
ス
ク
の
量
的
管
理
」

の
報
告
に
つ
い
て

9
、�総
体
的
な
リ
ス
ク
量
の
報
告
に
つ
い
て

10
、�令
和
8
年
度
宅
地
建
物
取
引
士
講
座（
日
建
学

院
）受
講
職
員
に
つ
い
て

11
、�12
月
末
財
務
状
況
報
告
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JA info rmation 

不動産プラザ厚別店『営業日変更』のお知らせ

　拝啓　時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。
　さて、令和 5年から賃貸管理業務を拠点化させていただき、土・日・祝日の営業は不動産プ
ラザ厚別店でとり行なってまいりましたが、誠に勝手ながら下記のとおり営業日を変更させて
いただくことになりました。
　大変恐縮ではございますが、オーナー組合員様におかれましては、ご理解ご協力いただきま
すようお願い申し上げます。
　今後とも、皆さまにご満足いただけるサービスの提供に努めて参りますので、変わらぬご愛
顧を賜りますよう心よりお願い申し上げます。
� 敬具

記

【変更開始日】　
令和 8年 4月 1日（水）より

【変更前の営業日】
1 月～12 月　全日：9時 00 分～17 時 00 分

【変更後の営業日】
⃝ 1月～3月　 全日　　　：9時 00 分～17 時 00 分（1月 1日～1月 3日および特定日を除く）
⃝ 4月～12 月　�平日・土曜：9時 00 分～17 時 00 分�

日曜・祝日：休業（12 月 31 日および特定日を除く）

＊営業時間に変更はありません。
＊営業時間外における入居者の設備の故障等緊急事案はライフサポート札幌㈱でご対応いたします。

　４月 4日（土）・5日（日）の ２日間、地物市場
『とれのさと』でスプリングセールを開催します。
　冬期営業明け初のイベント！詳細は決定次第、
ＪＡさっぽろホームページおよび『とれのさと』
Instagramでお知らせします。

【4/4（土）より夏期営業】営業時間／午前 9：30～午後 5：00（定休日なく営業）

地物市場『とれのさと』

スプリングセールを開催します 店頭に多数並びます
！お買い得な

商品が

ＪＡさっぽろ
ホームページ

とれのさと
Instagram

4 月 5 日（日）はP5でもご紹介した
生カレーパンを販売する予定です
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何度もお邪魔をさせていただき、何度も写真を撮らせ
ていただいたこの場所。そして、小林さん。訪れるた
びにこの笑顔にすくわれました。本当にありがとうご
ざいました。

Photo by  曽我 孝博

2020 年からフリーランスのフォトグラファー
として主に札幌市内で活動。2022 年から

「虹の大樹」表紙と巻頭写真の撮影を担当
しています。

My best shot




